
３年間かけて探究する中学校の総合的な学習「和歌山×SDGs」 

～持続可能な社会の実現をめざしたプロジェクトを企画・実施せよ！～

山口康平（和歌山大学教育学部附属中学校教諭／教職大学院 コース） 

附属中学校では平成 31（2019）年度から、岡崎先生の指導助言を得て SDGs を柱に３年

間かけて探究する総合的な学習の時間のカリキュラム開発および実践に取り組んだ。令和 4

（2022）年度は、山口が教職大学院に内地留学したため、直接的な連携はできていないが、

3 年間の実践の成果をまとめ、学部生対象の講義「総合的な学習の時間の指導法 実際の進

め方（地域連携・SDGs）」で報告させてもらうとともに、日本生活科・総合的学習教育学

会の『生活科・総合の実践ブックレット』に投稿し、発表する予定である。 

この実践の最大の成果は、専門家（岡崎先生）から理論的な助言と地域の人的資源を紹介

頂き、そこから実践に必要なネットワークを構築し、社会に開かれた教育課程を実現したこ

とである。また、「持続可能な社会の実現をめざしたプロジェクトを企画・実施する」とい

うミッションに 3 年間通して取り組む探究型の総合にしたことで、生徒たちは主体的・対話的

で深い学びを達成した。生徒が自分の成長をどのように捉えているかについては、次の 名の振

り返りを挙げておく。

生徒の振り返り「 の取り組みを通して、あなた自身が成長したと感じていることは？」

自分たちで考えたことだからこそ「やり切ろう」 今までは実際に などの持続可能な社会に向けた

実現プロジェクトをしたことがなかったので、している人の特集などをテレビで見て「そうなんだ、

すごいな」と思う段階までしか行けていませんでしたが、自分のことのように考えられるようになっ

たし、「プロジェクトしたいな、持続可能な社会の実現に貢献したいな」と思っていてもなかなか行

動に移すことが難しいので、学校で、友達と頑張って考えて実行できて、とてもいい経験になりまし

た。自分たちで考えたことだからこそ「やり切ろう」って思えたし、「自分が死ぬまで地球は大丈夫

だろう」といったような考えを完全に改めることができたのは成長だと感じています。プロジェクト

を行なっていてデメリットや問題を感じた時プロジェクト計画の段階が 番大事だったんだなとい

うことも学べました。（生徒 ） 

地域活性化に対する考え方の変化／積極的に質問すること

成長したと感じることは、地域活性化に対する考え方が変わったことです。初め、地域活性化のゴ

ールは東京や大阪のような人も店も溢れるような都会だと考えて取り組んでいたのですが、そんなこ

とは日本の人口が２倍に増えたとしても無理なことで、訪問先で出会った方のお話を聞いていく中

で、日本はたくさんの種類の地域があることで成り立っているということに気づきました。無理な取

り組みをしようとするのではなくて、それぞれの地域の良さを生かした取り組みをおこなっていくこ

とが大切だと気づけたことが、この で一番成長したことだと思います。また去年や一昨年

は、調査後に気になることが出てきたりしたので、積極的に気になることを聞けるようになったと思

います。（生徒 ） 

３．実践の考察

９月 日は，イサキやクエが大量に死んでしま

った日である。死因が，白点病の蔓延であること

を知ったこの子は，「自分の勉強不足」「行動力不

足」について振り返っている。今の自分の生き方

が「イサキやクエとの共生」や「持続可能な飼

育・放流活動」といった視点で考えると，望まし

くない状態であることに気が付いた様子が窺え

る。この後，この子は白点病対策について家庭で

も調べ学習を行い，休み時間や放課後も熱心に観

察したり，水替えを行ったりする姿が見られるよ

うになった。

またある子は，大量のイサキの死をきっかけ

に，これまでの自分の努力が「最低限の努力」で

あり，今後は「最大限の努力」をしようと心を新

たにする様子が窺える。この後，この子は，水槽

の前にいる時間が長くなり，餌の食べ残しを網で

すくったり，水質検査を行ったりし，進んで水質

管理を行う姿が見られるようになった。

本実践においては，海水魚の死が自分の生き方

を見直す大きなポイントとなっていた。個人のウ

ェルビーイングを追究するのではなく、イサキやクエにとってのウェルビーイングを追究するようにな

った瞬間であったのではないかと考察する。

３学期の実践は、まだ始まったばかりであるが、アマモの栽培・植え付けをとおして，「豊かな資源

＝魚の種類や量が増えること」と捉えていた子どもたちが，「生態系のバランスがよい，海の生物がす

みやすい環境がある」といったことも海の豊かさであると考えるようになることを期待している。
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さらに、カリキュラムを開発・実践するだけでなく、「和歌山× 」の目標と評価

規準を作成できたことも大きな成果である。右の コードから御覧頂きたい。発表で

は、最終年次の概要を報告し、和歌山大学を中心とした「 」の取り組みに

よってどのようなネットワークを構築できたかを中心に報告する。
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